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⑮著書
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3) Satsuki Yasumura， Shin Aso， Michirou 

Fujisaka， Yukio Watanabe: Cochlearimplanta-

tion in a patient with Mitochondrial ence-
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Japan 45:155-160， 2002. 
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42)柳沢秀一郎，長木康典，早坂征次 :α ーグルコ

シダーゼ阻害剤を内服中の糖尿病患者にみられた

眼内炎の 1例.第47回富山眼科集談会， 2002. 12， 

富山.
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喉科ナビゲーション研究会， 2002， 11，金沢.

53)和田倫之助，将積日出夫，藤坂実千郎，渡辺行

雄，嶋田 豊:舌診への応用を目的とした接触型

硬性内視鏡による舌表面微細観察の工夫.第13回

北陸地区耳鼻咽喉科漢方研究会 2002，12，金沢.

54)安村佐都紀，丸山元祥，石川亜紀，将積日出夫，

稲葉博司，渡辺行雄金兼弘和野村恵子，渡辺

綾佳，赤荻勝一:小児にみられた鼻腔Ewing肉腫

の 1例.第293回日耳鼻北陸地方部会連合会， 2002， 

12，金沢.

55)高倉大匡，麻生伸，安村佐都紀，藤坂実千郎，

渡辺行雄:言語獲得期および獲得前失聴成人 2症

例の人工内耳術後経過.第293回目耳鼻北陸地方

部会連合会， 2002， 12，金沢.

56)安部英樹，浅井正嗣，渡辺行雄:口蓋垂に発生

した乳頭腫の 1例.第39回日耳鼻富山県地方部会，

2002， 12，富山.

57)石川亜紀，安部英樹，将積日出夫，渡辺行雄:

腕頭動脈蛇行症の 1例.第39回日耳鼻富山県地方

部会， 2002， 12，富山.

58)五十嵐良和:既存機器を利用したビデオラリン

ゴ手術.第39回日耳鼻富山県地方部会， 2002， 12， 

富山.

59)赤荻勝一:最近経験した鼻石扇桃結石の 2症

例.第39回日耳鼻富山県地方部会， 2002， 12，富

山.

60)清水勝利:済生会富山病院の救急診療.第39回

日耳鼻富山県地方部会， 2002， 12，富山.

61)五十嵐良和.頚部打撲を誘因とした小児深頚部

膿蕩症例.第55回日耳鼻新潟県地方部会学術講演

会.2002年12月，新潟.

@その他

1) 渡辺行雄:前庭機能異常に関する調査研究.

「厚生省科学研究費補助金(特定疾患対策研究事

業)平成13年度総括研究報告書J19-20， 2002. 

2) 渡辺行雄，将積日出夫石川亜紀，安部英樹:

2001年メニエール病疫学調査報告.r厚生省科学

研究費補助金(特定疾患対策研究事業)平成13年

度総括研究報告書J104-106， 2002. 

3) 渡辺行雄，麻生伸，木村寛，将積日出夫:

メニエール病の診断基準一疑い例から確実例へ移

行した例の分析一.r厚生省科学研究費補助金

(特定疾患対策研究事業)平成13年度総括研究報

告書J107-109， 2002. 

4) 渡辺行雄，浅井正嗣，清水勝利，小林健二:前

庭機能異常症例の体平衡 3次元解析.r厚生省科

学研究費補助金(特定疾患対策研究事業)平成13

年度総括研究報告書J110-112， 2002. 

5) 渡辺行雄，将積日出夫，丸山元祥:中耳圧刺激



装置(メニエット)による重症メニエール病の治

療経験(続報).i厚生省科学研究費補助金(特定

疾患対策研究事業)平成13年度総括研究報告書J
113-114. 2002. 

6) 渡辺行雄:めまい.富山情報10月23日号「体の

こと知っ得!J， 2002. 

7) 渡辺行雄:メニエール病.メドトロニックエヌ

ティー株式会社勉強会一耳鼻咽喉科における新治

療方法-， 2002， 2，東京.

8) 渡辺行雄:前庭誘発筋電位(VEMP)の臨床的

意義.第26回愛知県耳鼻咽喉科研修会教育講演，

2002， 2，名古屋.

9) 麻生 伸:新生児聴覚スクリーニングについて.

富山県産婦人科医会学術研修会， 2002， 2，富山.

10)麻生 伸:新生児の聴覚スクリーニングについ

て.第41回日本小児神経学会北陸地方会公開シン

ポジウム「聴力障害をもった児童への対応J，2002， 

2金沢.

11)将積日出夫:前庭誘発筋電位(VEMP)の臨床

的意義.第3回秋田上気道疾患研究会， 2002， 3， 

秋田.

12)終積日出夫:口腔内乾燥症の診断と治療一最近

の動向一.第10回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会，

2002， 3，富山.

13)渡辺行雄:診療所におけるパソコン周辺機器.

第103回日本耳鼻咽喉科学会ランチョンセミナー，

2002， 5，東京.

14)麻生 伸:人工内耳の新しい電極と新コード化

法について.第171回富山県聴覚障割脱会， 2002， 

5，富山.

15)将積日出夫:口腔内乾燥症をめぐる最近の知見.

平成14年第 1回帝耳会臨床懇話会， 2002， 5，東京.

16)将積日出夫:前庭性誘発筋電位検査.呉西地区

耳鼻咽喉科研究会特別講演， 2002， 5，高岡.

17) Y. Watanabe and M. Asai: Three dimensio-

nal analysis of disequilibrium in cases with 

unilateral vestibular disorders. 3rd Medtronic 

Xomed Asia Pacific ENT conference. 2002 

5. Cairns. 

18)麻生 伸:めまいのリハピリ一平衡訓練と理学

療法-金沢市医師会学術講演会特別講演， 2002， 

6，金沢.

19)麻生伸:早期に発見された難聴乳幼児のABR

によるフォローアップ.第32回日本聴覚医学会E

RA研究会特別発言パネルデイスカッション， 2002 

7，東京.

20)渡辺行雄:中耳圧刺激装置によるメニエール病

治療.第19回日本めまい平衡医学会医師講習会，

2002， 7，京都.

21)渡辺行雄:耳鼻咽喉科領域における医療情報処

理.村上・岩船地区4病院研究会特別講演， 2002， 

9，新潟.

22)上田結花里:聴神経腫蕩の 2症例一診断と治療一.

社会保険高岡病院症例検討会， 2002， 9，高岡.

23)渡辺行雄:中耳加圧装置(メニエット)による

メニエール病治療-各種メニエール病治療法との

比較を中心に一.第 3回京滋めまいカンファレン

ス特別講演， 2002， 10，京都.

24)渡辺行雄:めまい一発生のしくみと対策一.第

61回日本めまい平衡医学会開催記念市民公開講座，

2002， 10，富山.

25)麻生伸:めまい診療に必要な聴覚検査.第61

回日本めまい平衡医学会教育セミナー， 2002， 10， 

富山.

26)将積日出夫:中耳加圧療法.第61回日本めまい

平衡医学会シンポジウム 1，2002， 10，富山.

27)浅井正嗣:平衡機能評価に応用できる最近の技

術.第61回日本めまい平衡医学会シンポジウム II，

2002， 10，富山.

28)麻生伸:人工内耳装用児への教育について.

第2回人工内耳に関する教育研修会， 2002， 11， 

金沢.

29)渡辺行雄:耳鼻咽喉科における IT-医育機関

の対応一.日耳鼻第16回専門医講習会， 2002， 11， 

千葉.


